1 すでに 街娼の ことにつ いて 屢々、 僕 は その実 在に 

ついての ェ ピソ— ドを 書いた。 

かの 女た ちの 色彩の 同一 色で ある こと は、 労働者の 

持つ 社会 観が 赤と 黒に よって 染められ たと 同じく、 か 

の 女た ちの イヴ ニン グ • ドレスの 黒色と 紅の 一 線が 虹 

のように 浮き、 厚化粧に 口紅の 持つ 特殊な 色 は、 これ 

は マドモアゼル でもな し、 不良の 女で もな し、 ショッ 

プ. ガ ー ルで もない、 商売 女と しての 商標 を 明瞭に 人々 

に 感じさす ところの 色彩 だ。 

この間 も 僕 は 妻 を 同伴して 銀座 を 散策して かの 女た 

ちの 一人 を 見出す と、 妻に かの 女 こそ、 ス トリ ー ト- 



ガ ー ルの 典型的な もの だ。 と、 云った。 

流行 品 店と キヤ バレ— の ある アスファルトの 露地に、 

黒い ケ ー ブレットの ついた 夜の 衣裳 をつ けて、 ハイ- 

ヒ ー ルの エナメルの 靴 を 穿いた 都会の 売笑婦。 

「 —— 君。 それ、 ほんと。」 と、 僕の 妻 は 異彩の ある 女 

にたいする 興味 を 外に 見せて 確め るよう に 云 つ た。 

「 —— うん。 最上 等の 立ち 淫売 だ。」 

「 —— もし、 …… そうなら、 今夜 は 君 を かの 女の 恋愛 

術の 中へ 預けたい のよ。」 

「 うん、 御 随意 だが、 君 はどうす る？」 

「 —— 仕事が あるの よ。 S デバ ー トに 依頼され た 新 衣 



裳と、 R 新聞に 原稿 を 明朝までに 書いて 置かな くち や 

ならない の。」 

「 —— それで、 あの 女に はいくら 支払う。」 「 —— いく 

ら ぐらい 必要な の。 あの 女？」 

「 —— 十 円と その他、 …… いくらか。」 

夜間の 遊覧飛行 イルミ ネ ェ ー ショ ンで 作られた フ ァ 

ンタジ ックな 科学の 尻尾、 —— 妻にたい する 愛 を 結び 

つけて、 …… 。 

2 極楽鳥の 飾り をつ けた フェルトの 流行と は 正反対 

のグ ランと ツバの 拡ぃ 帽子 を 目深にした is 装、 …… 流 



行 品 店の 飾 窓に 映る かの 女の 姿態 を 裸体に する キャパ 

レ— の 門柱の ム ー ラン • ル ー ジュ。 ラジオの 音声が、 

かの 女の 肉体の 下層に 忍び込む とき、 人々 はかの 女 か 

ら、 鋪 道と 化粧 塔の 匂い を 嗅いだ。 

「 —— 今晩は。」 「 —— 何 か 御用？」 

夜の 女の 衣裳の 背後が 社交的に 展 いて、 生姜 色の 皮 

膚の 断面に 機能の 失せた 女の 蠱惑が 感じられた。 

3 ホテルの 部屋で 僕 はかの 女が 花瓶の 中の 花の 茎の 

ように 華奢な 肉体な のに 気が付いた。 僕 は 女性にたい 

する 狩銷 家で あつたか。 かの 女の 痩せた 花粉の ついた 



「 —— 恋愛で ない セン ジ ユア リズムの 見本。」 「 II と、 

云う と？」 「 —— 女房 だ。」 

でつ ばリ 

街に 展 いた 窓の 出張に 置かれた 洋紅 色の 花 鉢 を 寝台 

ひとみ 

の 枕 もとに 持って くると、 夜の 女 は 眸 の 快楽の ために、 

「 —— その 女房と 云う の は どんな 役目な の？」 

「 —— 君に 委任され た 僕の セン ジ ュ ァス 以外の ものの 

委托品 あずかり 所な の だ。」 

「 —— あなたの 云う こと、 よく 分ん ない わ。」 

4 夜が 更けて 僕が 眼 覚めた とき、 かたわらに は 腐敗 

しお 

しかかった 売笑婦の 肉体が 萎れた 花の ように 残って い 



盗塁と、 …… 水球のと きの 潜水と、 …… ミニチュア、 

ゴルフの 墜死と、 …… ボクシング における 残酷な、 … 

…マットの 中の 死 を。 

戦争に たいする 僕の 幻影の いかなる もの かにつ いて 

はい ま 語る を さし 控えよう。 かの 女の 肉体の 地図に 戦 

争の 持つ 赤手 袋 を 穿め て、 僕 は 他日 を 約して 一 先ず 退 

却 だ。 国際 連盟の 持つ イデ ォロ ギィ から も、 満州の 階 

級 性から も、 シャン ハイ を まったく 取 巻いた 赤色 プロ 

レタ リアの XX から も、 第二、 世界経済 恐慌の 襲撃 か 

らも、 … … しだいに かの 女の 吹鳴ら すラ ツバの 音韻 の 

沈衰 して 行く ままに。 



5 夜が 明けて 僕 は 卓上の 電話の 受話器 を 妻の 寝室に 

通じた。 

「 —— お早う。 昨夜 はよ く 寝られた かね。」 

「 —— …… 君の いない、 …… おかげで、 あたし 睡眠 を 

充分と る ことが 出来た わ。」 
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